
 

 

 

常時使用する労働者数を記入して下さい。 
当該、事業場におけるパートタイマー等も含め

て、常態として使用する労働者の数です 
（企業全体の労働者数ではありません。）。 

 
 

本報告書は、じん肺健康診断の結果だけを記入するもの
ではなく、毎年 12 月末現在の事業場における「じん肺健
康管理の状況」を 毎 年 報 告 するものです。 
 じん肺健康診断を３年に１回実施している場合等にお
いても、本報告書を提出する必要があります（じん肺健康
診断の実施の有無にかかわらず、翌年 2 月末までに報告）。 

 

 本報告書の対象とした年を記入して下さい。 

 

 粉じん作業コードを様式の裏に記載された一覧表から、常時
粉じん作業に従事する労働者の主要な粉じん作業を選び、その
作業コード番号とその業務に従事する労働者数（12 月末現在）
をそれぞれ記入。 

 

(イ) 就業時健康診断 
就業時のじん肺健康診断を実施した場合は、本年

分の受診労働者数を記入。 
(ロ) 定期健康診断 

 小計欄に、じん肺に係る定期健康診断の本年分の
受診者数を記入。 

また、第１号～第４号の欄には、小計欄記載した
受診労働者数の内訳を、次の分類ごとに記入。 

第１号 : 現在、粉じん作業に従事する労働者で所見が
ない（管理１）ものの人数。 

第２号 : 現在、粉じん作業に従事する労働者で、じん
肺管理区分が２又は３であるものの人数。 

第３号 : 以前、粉じん作業に従事していた労働者で、
じん肺管理区分が２であるものの人数。 

第４号 : 以前、粉じん作業に従事していた労働者で、
じん肺管理区分が３であるものの人数。 

 (ハ) 定期外健康診断 
 本年分において、じん肺法第９条に基づいて、臨時
にじん肺健康診断を実施した場合は、小計欄にその受
診者数を、また臨時健康診断の一部として、肺がんに
関する検査を実施した場合は、その実施者数を記入。 

 (ニ) 離職時健康診断 
 本年分において、じん肺法第９条の２に基づき、離
職時の健康診断を実施した場合は、その受診者数を記
入。 

※〔計 (イ)～(ニ) 〕の右欄に上記のイ～ニの受診者数
の合計を記入。 

 

 在籍労働者数(常時使用する労働者数)が 50 人以上の場合は、
事業場で選任している産業医の氏名、所属医療機関名及びその
所在地の記入が必要となります。 

 

 じん肺健康診断を実施した年月日を記入。（複数回実施
した場合は、最終の年月日） 
 なお、対象年において、じん肺健康診断を受診する必要がな
い年は、無記入となります。 
 

 

 現在粉じん作業に従事している労働者と、過去に粉じ
ん作業に従事していたことのある在籍労働者数のじん肺
管理区分別の内訳を記入。 

※注１ じん肺の所見がないと診断された労働者の
人数は「(イ) 管理１」の欄に記入。 

※注２ じん肺健診の結果、所見があると診断され
た者については、じん肺法第 12 条に基づきエッ
クス線写真等を都道府県労働局長に提出し、じん
肺管理区分決定を受けなければなりません。 

じん肺の所見がある労働者の内訳を(ロ)～(ホ)に記入。 
 ロ～ホのいずれに該当するかは、管理区分決定を行った
後、都道府県労働局長からの通知書によって判断できます。 

 

 計の欄に所見のない（管理１）のものも含めて本年中
に作業転換したものの人数を記入し、その内訳として、
管理２～管理３ロまでに該当するもの人数を記入。 
「過去に粉じん作業に従事させたことのある労働者
で、12 月末日現在において、非粉じん作業に従事して
おり、じん肺管理区分が管理２又は管理３であるもの
の総数」を記入。 

 

 

 

 本年中にじん肺管理区分決定を受け、次に掲げる合
併症に罹患しているとされた者の人数を合併症の内訳
ごとに記入。 
 合併症はじん肺管理区分決定の通知書により確認下
さい。（１号～６号の合併症名は次のとおり。） 
<１号> 肺結核      <４号> 続発性気管支拡張症 
<２号> 結核性胸膜炎   <５号> 続発性気胸 
<３号> 続発性気管支炎  <６号> 原発性肺がん 

     代表者職氏名を記入して下さい。 

 

 

 本年中に、じん肺管理区分決定が行われ、従来所見
がなかった（管理１）ものが、管理２～管理４になっ
たものの人数を記入。 

じん肺健康管理実施状況報告（様式第8号）の記入方法 
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報告書の控えに受付押印が必要な場合は、提出時に当該、
報告書 写し（コピー）も持参下さい。なお、郵送提出の場
合で、同様に報告書の控えに受付押印が必要な場合は、返信
用封筒（宛名記入・切手貼付）と報告書 写し（コピー）を同
封郵送下さい。 
「健診年月日」 

「粉じん作業従事労働者及び粉じん作業に従事したこと
がある労働者のじん肺管理区分別内訳」 

「従来管理１であった労働者で、本年中に新たに管理２、

管理３又は管理４と決定されたものの数」 

 

「本年中に粉じん作業から他の作業へ転換した労働者の

「じん肺管理区分が管理２又は管理３である労働者

で、じん肺法施行規則第１条各号に掲げる合併症によ

り、本年中に療養を開始したものの数」 

「対象期間」 

「粉じん作業従事労働者数」 

「本年中に実施したじん肺健康診断実施者の延数」 

「産 業 医」 

「事業者職氏名」 



 

 

報告様式は、厚生労働省のＨＰから印刷下さい。 
検索方法はコチラ→ 

 
 

 
 

 
 ＰＲ０      じん肺の所見がない。 

 ＰＲ１      エックス線写真の像が第１型である。 

 ＰＲ２      エックス線写真の像が第２型である。 

 ＰＲ３      エックス線写真の像が第３型である。 

 ＰＲ４（Ａ、Ｂ） エックス線写真の像が第４型（じん肺による大陰影の 

          大きさが一側の肺野の３分の１以下のもの）である。 

 ＰＲ４（Ｃ）   エックス線写真の像が第４型（じん肺による大陰影の 

          大きさが一側の肺野の３分の１を超えるもの）である。 
 
 
 Ｆ（－）    じん肺による肺機能障害がない。 

 Ｆ（＋）    じん肺による肺機能障害がある。 

 Ｆ（＋＋）      じん肺による著しい肺機能障害がある。 
 

じん肺管理区分 じ ん 肺 健 康 診 断 の 結 果 

管 理 １   じん肺の所見がないと認められるもの 

管 理 ２  
 エックス線写真の像が第１型で、じん肺による著しい肺機能

の障害がないと認められるもの 

管 理 ３  

イ  
 エックス線写真の像が第２型で、じん肺により著しい肺機能

の障害がないと認められるもの 

ロ 

 エックス線写真の像が第３型又は第４型（大陰影の大きさが

一側の肺野の、３分の１以下のものに限る。）で、じん肺によ

る著しい肺機能の障害がないと認められるもの 

管 理 ４  

１ エックス線写真の像が第４型（大陰影の大きさが一側の肺

野の３分の１を超えるものに限る。）と認められるもの。 

２ エックス線写真の像が第１型、第２型、第３型又は第４型

（大陰影の大きさが一側の肺野の３分の１以下のものに限

る。）で、じん肺による著しい肺機能の障害があると認めら

れるもの 

エックス線写真の像 

肺 機 能 の 障 害 
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厚生労働省 安全衛生主要様式 検索 


